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１．問題意識 

 

 近年、日本国内においても FAT（female 
athlete triad、女性アスリートの三徴 1）を注目

されるようになった（藤井 et al、2016；竹中 
et al、1999；煙山＆光洋、2016）。その一方、

FAT に関する議論は主に身体外観がパフォー

マンスの採点に影響を及ぼすと考えられるス
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ポーツ競技に集中し、また、体脂肪の減少・維

持による競技特性ストレッサーが FAT を引き

起こす原因とされている（NATA、1999、P70-
73；ACSM、2011）。 
 なお、現実では、それ以外の競技項目、特に

階級別による重量制限が求められるスポーツ

において、しばし FAT の諸症状が観察されてい

る。しかしながら、そのようなスポーツの FAT

1 辻（1999）の訳である。なお、殆どの先行研

究では、アメリカと同じく FAT という略語を採

用したため、本研究も以下 FAT を使用する。 
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の規定要因に関する理論研究は殆ど見当たら

なかった。 
 本研究は、この理論的空白に着目し、いまま

で看過されてきた階級別競技の典型として、柔

道を取り上げる。柔道のスポーツ競技特性を明

らかしたうえ、青年期女子のアイデンティティ

との相互作用を分析する。具体的に、アスリー

トとして「強くなりたい」との欲求と、女子大

学生として「女性らしくありたい」という欲求

の衝突そのものが、FAT に影響をもたらす新た

なストレッサーとしての可能性を検討し、さら

にその衝突を緩和するための対策を模索しよ

うとするものである。 
 

２．先行研究 

２．１ FATの原因に対する 2つのアプローチ 

 

 まず FAT の概念について概観する。FAT と

いう概念を最初に登場したのが、1992 年の

American College of Sports Medicine が公開

した機関紙であった（Javed et al 、2013）。そ

の後、数回にわたる修正を経て、ACSM(2011)
の定義によると、FAT とは、成人または青年期

の女性スポーツ選手によく見られる①利用可

能なエネルギー不足、②月経機能不全、ならび

に③低骨密度といった 3つの互いに高い相関を

持つ症状の総称である。更に、これらの症状に

対し、適切な早期介入がなければ、摂食障害、

無月経および骨粗鬆症へと発展してしまうリ

スクが極めて高いと指摘されている（Amanda 
et al.、2016；Javed et al 、2013；Joy et al、
1997； Otis et al.、1997）。また、北米のみな

らず、近年では日本国内においても FAT は女性

選手特有の健康問題として注目され、それに関

する研究が増加傾向にある（藤井 et al、2016；
竹中 et al、1999；煙山＆光洋、2016）。 

なお、FAT の原因に関する先行研究では、一

般的に 2 つのアプローチが存在する。その 1 つ

は、物理的または医学的アプローチである。

ACSM（2011）が、カロリー摂取量がエネルギ

ー消費量を下回っていること、つまり、過度な

訓練と食事制限が FAT を引き起こす根本な原

因だという観点である。また、藤井ら(2016)も、

FAT に影響を与える因子の実証研究に基づき、

運動による消費エネルギーに見合った摂取エ

ネルギーの重要性を強調した。 
それに対し、もう一つは、心理的アプローチ

である。Joy ら（1997）が、歪んだ食事生活に

よる心理的ストレスが FAT に影響を及ぼすだ

けではなく、スポーツ選手の心理的抵抗が、FAT
の早期発見と診断をより困難なものにしてい

ると指摘した。似たような結論は、日本国内の

研究にも報告されている。例えば、竹中ら（1999）
の研究も、体脂肪や体重の維持・減少への努力

がストレスになり、その結果としての摂食障害

や月経障害が懸念されると主張した。 
２つのアプローチの共通点は、FAT は身体外

見が審査基準、いわば採点に影響を及ぼすと思

われるスポーツ競技においては、特に起こりや

すいと主張するところにある。具体的に、飛び

込み、フィギュアスケート、体操、シンクロナ

イズドスイミングなどの項目が挙げられる。解

釈の一つとして、これらのスポーツが、選手の

ルックスがある程度審判の採点に関係すると

一般的に思われるため、アスリート本人および

その関係者が過度な痩身目標を設定し、その結

果としてより摂食障害に陥る危険性が高くな

るのである（NATA、1999、P72）。 
一方、Joy ら（1997）でも指摘したように、

心理的ストレスの発生は、FAT の諸症状の厳重

化につながるばかりではなく、その発見と診断

を妨げる恐れも危惧されている。したがって、

単なる物理的な手段、例えばトレーニングの量

の調整や、またはプロによる栄養管理は、一時

的な改善しか期待できない。根本的なところか

ら FAT を解決するためには、心理的アプローチ
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により、ストレスが FAT に影響を及ぼすメカリ

ズムの解明が必要であろう。 
 

２．２ 競技特性ストレッサー＆日常的ストレ

ッサー 
 
 ストレスを生み出す要因となるものを「スト

レッサー」と呼ぶ（Lazarus & Folkman、1984）。
青年期女子アスリートを対象とする先行研究

を俯瞰すると、FAT に大きく影響するストレッ

サーとして、競技特性ストレッサーと大学生日

常的ストレッサー2に分けることができる。 
 FAT を誘発する競技特性ストレッサーは、体

脂肪の維持・減少によるプレッシャーである。

このようなストレッサーは、身体外観がパフォ

ーマンスの採点に影響を及ぼすと考えられる

スポーツ競技、階級別に体重制限を強いられる

スポーツ競技、筋力やスピードの有利さを追求

するようなスポーツ競技においては、とりわけ

生じやすい（NATA、1999、P70-73；ACSM、

2011）。更に、この種のストレッサーが、周囲の

期待や監督・コーチとの軋轢によって、相乗的

に強める恐れがあるとも指摘される（竹中、

1999）。ただし、前述した 3 種類のアスリート

のうち、実証研究の結果から見れば、圧倒的に

痩身体像の要求が強く、体重制限が強いられる

スポーツのほうが、摂食障害をはじめとする

FAT の発症率が高いと報告されている（藤井 

et al、2016）。 
 一方、大学生アスリートは、一般的に日常や

競技生活の中で、様々な種類のストレッサーを

同時に経験していることから、日常的ストレッ

サーも、競技パフォーマンスならびに FAT に影

響を与えると考えられる。岡ら（1998）の研究

は、まさにこの点に注目し、人間関係や学業と

                                                   
2 「競技特性ストレッサー」および「日常的スト

レッサー」は、竹中ら（1998）が大学生アスリ

ートのメンタルヘルスに影響するストレッサー

いった日常的ストレッサーと競技成績にかか

わる競技特性ストレッサーの両方を検討した

が、議論は結局別々で行われ、競技特性ストレ

ッサーと日常的ストレッサーの相互関係につ

いては触れていなかった。 
 
２．３ FAT に関する先行研究のまとめ 
 
 FAT の１つ大きな誘因はストレスである。そ

のストレッサーは競技特性ストレッサーと日

常的ストレッサーに分けられる。大学生女子ア

スリート、とりわけ体重制限のあるスポーツに

従事する場合、減量・維持が最も大きなストレ

ッサーと一般的に考えられ、それによって生じ

るストレスが FAT 反応を助長し、最終的に摂食

障害をはじめとする様々な身体機能障害を引

き起こすと指摘される。 
 なお、FAT に関する先行研究には、2 つの問

題点がある。第一、殆どの議論は身体外観が採

点に影響するスポーツを想定して展開してい

ることである。したがって、他のスポーツに関

する議論は充分に行えなかった。第二、競技特

性ストレッサーと日常的ストレッサーの相互

作用、またはその他のストレッサーの存在につ

いての検討が充分に行えなかった。 
 したがって本研究は、この 2つの問題に対し、

今まで FAT に関する議論では看過されてきた

階級別に重量制限が求められるスポーツの典

型として、柔道を取り上げる。そのうえ、モチ

ベーションの視座から、柔道のスポーツ競技特

性と青年期女子のアイデンティティの相互作

用を検討し、FAT に影響する新たなストレッサ

ーの模索を目的とする。 
 
３．柔道のスポーツ競技特性 

として定義した分類である。本研究はその分類

の仕方ならびにネーミングを援用した。 
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 柔道と新体操をはじめとする身体外観が採

点に影響を与える競技と最も異なる点は、「強

くなりたい自分」と「女性らしくありたい自分」

の矛盾である。表 1 で示したように、柔道の場

合、強くなるための条件と世論的に女性らしさ

とされる条件がほぼ正反対である。つまり、肩

幅が狭いことや体格が細いことが女性らしさ

とイコールする中で、トレーニングや練習にお

いて強化を図ることは、筋力や骨格が肥大する

ことから女性らしさとは相反することになる。

この矛盾点こそ柔道特有のものだと考えられ

る。 
 
表 1 柔道女子アスリートの対立する理想像 

出所 筆者作成 

 

 また、大学生の女子柔道選手の特徴として、

以下の 2点が挙げられる。 

 まず、環境の変化につれ、選択の自由度の増

加である。大学生で柔道を続ける学生の殆どは、

高校生の時に制限・管理された中で柔道を行っ

ていた。しかし、大学生になると、前述した制

限や管理が高校生の時より緩くなり自由がき

く。その結果、彼女達が自分の意思で選択する

権利を持つようになり、また、選択肢そのもの

も増えてくる。そんな中、今までと同レベルの

トレーニングの質・量を保つには、かなり高度

な自律性がないと困難なことであろう。 
 それと同時に、「女性らしさ」に対する目覚め

である。大学生になるにつれ、お洒落や女性ら

しくあることに興味を持ち始める。また、前述

した通り、選択の自由が持つようになったため、

自らの意思でそれを追求することが可能とな

った。したがって、管理よりも自主性重視の大

学生活では、自身の目標の為にストイックに努

力をするのは、難しいことが想像できる。           
 このように、理想の自分が二つあり、その両

者のぶつかり合いが大学生女子柔道選手にさ

まざまなマイナスな影響をもたらすのではな

いか。本研究では、その状態を「アイデンティ

ティ衝突」と定義する。以下、理論的アプロー

チによりアイデンティティ衝突について説明

する。 
 
４．アイデンティティ衝突 
４．１ 青年期の発達課題と障害（アイデンテ

ィティの確立と拡散） 

 
 アイデンティティ（自己同一性）とは、「自分

とは何者であるか」という問いに対する自己定

義であり、「自分は何者か」という連続的・一貫

性の持つ自己意思のことをさす（Erikson、
1959）。その概念に基づく彼の心理社会的発達

論では、人間の一生のライフ・サイクルを 8 つ

の段階に分け、スムーズに次ぎに段階に移行す

るため、各段階で習得すべき「発達課題」を設

定したものである。 
なお、青年期、特に大学生相当の青年期後期

が抱える発達課題は、そのアイデンティティの

確立である。すなわち、自己の価値観、将来の

夢、希望の職業などの自我意識を確立するとい

う問題である。この青年期の課題は、生涯を通

して最も重要な課題であると言われている

（Erikson、1959；二宮、1992）。 
 一方、アイデンティティの確立に失敗した

精神的危機として、「アイデンティティの拡散

(identity diffusion)」とEriksonが指摘してい

る。それは、自己意識が曖昧化し、自分の人

強くなりたい自分   女性らしくありた

い自分 
相手を投げる瞬発力→ 

太い首・腕・脚 
細い首・腕・脚 

投げられない体幹力→ 

筋力のついた肩・腰回り 
狭い肩幅 
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生や仕事を主体的に選択できなくなる現象で

ある。その結果、他者の評価に対して過敏な

反応を示す傾向にあり、更に自尊心の低下や

学習的無力感の醸成に寄与するという恐れも

ある。 
 
４．２ アイデンティティとモチベーション 
 
 アイデンティティが個人行動のモチベーシ

ョンの規定要因であることが、既に数多くの先

行研究によって指摘された（ Brewer & 
Gardner、1996；Cooper&Thatcher、2010；
Brickson、2000）。例えば、Brewer & Gardner
（1996）は、アイデンティティを個人志向、他

者志向および集団志向の 3 つに分けられ、個人

行動のモチベーションを自己の利益—個人志向、

他者の利益—関係志向、集団の繁栄—集団思考と

いうふうに、アイデンティティの違いによって

該当個人の行動モチベーションが異なると結

論づけた。また、日本国内にも類似する調査結

果が報告されている（豊田、2008；堀田 et al、
2009）。例えば、堀田ら（2009）の看護職を対

象とする研究では、仕事モチベーションに影響

する要因として、個人の専門職アイデンティテ

ィの直接効果が認められた。以上のことから、

モチベーションが、個人のアイデンティティと

行動を媒介すると言えよう。つまり、アイデン

ティティを実現しようとする欲求が生まれ、そ

の欲求がモチベーションの源泉となり、結果的

に個人の行動を規定する。 
 
 

  
ただし、これらの研究の殆どは、ワーク・モチ

ベーションを対象にするものである。しかしな

がら、経営学とはそもそも横断的な分野である

ため、また、モチベーションに関する研究では、

児童と成人の間に顕著な違いが報告されたが

（Vernon、1969）、成人期と青年期には明確な分

岐に対する指摘は社会学分野においても経営

学分野においても見当たらなかった。以上の 2
つの理由から、モチベーションの媒介効果は、

青年期の女子大学生アスリートにおいても認

められる可能性が十分考えられる。 
 
４．３ 青年期女子アスリートの 2 重アイデン

ティティ構造による衝突 
 
 青年期の女子アスリートは、同一性拡散と異

なるアイデンティティの問題に面している。そ

れが、アスリートである自分というアイデンテ

ィティと女子大学生である自分という二重ア

イデンティティの問題である。 
 本来、職業の選択は成人期の課題のはずであ

る。青年期で確立されたアイデンティティが成

人期に入ってから、就職、結婚ならびに出産等

の人生イベントに応じて継続的に発展されて

いく訳である（Erikson、1959）。 
 それにもかかわらず、女子大学生アスリート

の場合、個人のアイデンティティが確立される

前に、「女子大学生」と「アスリート」という 2
重な所属が既に確定されている。したがって、

彼女たちが、青年期と成人期の発達課題が同時

に課される状態に陥るだけではなく、性格が完

全に異なる 2つのアイデンティティが互いに独

立する欲求を生み、その欲求がさらにそれぞれ

モチベーションの源泉となり、結果的に個人の

行動を混乱させる恐れも考えられる。 
 それは、「女子大学生」というアイデンティテ

ィによる欲求と「アスリート」というアイデン

ティティによる欲求が、必ず同方向なものとは

限らない。とにわけ、柔道選手の場合、両者が

乖離、もしくは衝突しているという表現がより

アイデンティティ モチベーション 行動 

出所 筆者作成 

図１ モチベーションの媒介効果 
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適切である。青年期後期では、性別に対する自

我意識の確立時期でもあり、愛的欲求（Maslow、

1943）もしくは親和欲求（McClelland、1987）が

生まれるのが、極めて自然である。その最もス

トレートで且つ普遍的な表現として、「美しく

なりたい」という欲求である。また、世論的に、

女性のルックスに対し、痩身体像が美とされて

いる（ACSM、2011） 
 それに対し、アスリートの場合、達成欲求

（McClelland、1987）が働いて、言い換えれば、

「勝ちたい」という欲求が現れる。それを実現

するために、「柔道アスリート」、とくに重量級

となると、体重の増加および維持が求められる。

よって、女子柔道アスリートの場合、「勝ちたい」

の欲求と「美しくなりたい」の欲求と明らかに

衝突している。これがアイデンティティ衝突で

ある。 
 以上のことから、仮説 1 を導出する。 
 
 仮説 1 「女子大学生」というアイデンティ

ティによる欲求と「アスリート」というアイデ

ンティティによる欲求が乖離または衝突する

際に、アイデンティティ衝突が発生する。 
 
 特に、表 1 で示したように、青年期の女子柔

道アスリートにとって、「美しくなりたい」また

は「女性らしくありたい」という欲求と、「強く

なりたい」という欲求が、ほぼ完全に乖離して

いる。それと対照的に、例えば体操選手の場合、

「美しくなりたい」欲求と「強くなりたい」欲

求とは、方向的には一致している。この意味で

は、痩身体像を求める競技スポーツより、柔道

のような、従来の女性像に反するような競技ス

ポーツのほうがより激しいアイデンティティ

衝突を引き起こすことになろう。 
 さらに、その衝突により、アイデンティティ

の確立が妨げられ、個人が前進する方向を見失

うことが推測できる。その状態が継続すること

で、彼女たちがストレスを感じ、様々な不適合

行動が起こり、結果的に FAT、とくに摂食障害

に陥る可能性が極めて高いと考えられる。 
 以上のことから、仮説 2 を導出する。 
 

仮説 2 アイデンティティの衝突そのものが

ストレッサーとなり、FAT を引き起こす原因と

なる。 
 
５．衝突緩和の対策 
  

このように、「女子大学生」というアイデンテ

ィティによる「女性らしくありたい」という欲

求と、「アスリート」というアイデンティティに

よる「強くなりたい」という欲求が、青年期女

子柔道選手の場合では両者が完全に乖離し、ア

イデンティティ衝突が発生する。そして、この

アイデンティティ衝突が、不安定で目標に集中

しにくい環境を作り上げるだけではなく、衝突

そのものがストレッサーとなり、ほっておくと

FAT を引き起こす原因ともなりうる。 
 一方、アイデンティティの確立が自律性や自

主性の前提条件である。つまり、自分が「どう

いう者か」、「どういう者になりたいか」を明確

に認識してはじめて、その目標を実現するため

モチベーションが生まれ、個人が自発的に様々

な行動を起こす訳である。したがって、アイデ

ンティティ衝突が起きている状態では、言い換

えれば自分がどういうふうになりたいかに対

し、自身が納得する答えが出せない状態では、

彼女達に自律性や自主性を求めるのが無理な

ことである。つまり、アイデンティティ衝突に

よる負の影響は、青年期の女子柔道選手自身の

力だけではなかなか解消できないものである。 
 そのような状況では、アイデンティティ衝突

による負の影響を軽減するために、指導者の役

割が特に重要になってくる。しかし残念なこと

に、殆どの指導者の場合、技の習得に重点が置
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かれており、メンタル面におけるケアの重要性

を過小評価するのが現状である。 
 この問題を是非するには、以下の２点に対す

る理解が肝心ではないかと筆者は考える。 
 第一に、女子柔道選手は強くなりたいと努力

することが、世の中の求める女性像とはかけ離

れる可能性がある中で葛藤をすることになる。

こういった背景があるということを指導者は

充分に理解しなければいけない。 
 第二に、美しくなりたい、女性らしくありた

いといった日常的な欲求は、ごく自然で当たり

前な欲求であり、否定または抑制という対処法

は一時的に有効のように見えるかもしれない

が、長期的にアイデンティティの衝突をより厳

重なものにする恐れがある。 
 とりわけ第二点に関して、往々して間違えら

れがちである。しかし、日常的欲求に対する的

確な誘導は、青年期女子柔道選手のアイデンテ

ィティの確立に極めて重要だけでなく、将来ア

スリートから引退する際の社会適応にも大い

に役立つことに間違いない。他方、アイデンテ

ィティ衝突に対する配慮をもって指導にあた

ることが、急激な柔道人口の減少を防ぐ一つの

方法になるのではないかと考える。 
 
６．今後の課題 
 
 本研究は青年期の女子柔道選手の特徴に注

目し、彼女達の FAT を引き起こす原因として、

アイデンティティ衝突という現象を指摘し、指

導者によるメンタル面のケアの重要性を喚起

しようとするものである。ただし現段階では、

アイデンティティ衝突が FAT の規定要因とい

う仮説がまだ理論的導出に止まり、早急に調査

によるデータを収集し、検証を行う必要性があ

る。この点に関しては、年内インタビュー調査

を実施する予定である。 
 他方、衝突緩和の方策について言及したもの

の、こちらに関しても大まかな方針に過ぎず、

より具体的で実行可能な施策が求められる。た

だし指導者の言動によってアイデンティティ

衝突が更に激化する恐れがあるため、方法論の

選択ならびに検証にあたり、より慎重な態度が

必要となろう。 
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